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論文内容の要旨
本論文は，コンクリート製海洋構造物の建造に際し，専用のドックの建造設備投資を行なう事なく，
既存の造船設備を利用して分割建造する場合の問題点を解明したものであり 6 章から構成されてい
るO
第 1 章では，先行き不透明な建造設備投資を行なうことなく，既存の造船設備を利用して大型海洋
構造物を分割建造する技術を確立する重要性を述べた。
第 2 章においてはコンクリート製海洋構造物の、洋上接合工、法について説明した。さらに，接合手法
の具体的な手順を開発するとともに，接合部諸治具の設計を行った。
第 3 章においては 3 次元特異点分布法により 2 浮体に関する流力境界値問題を解いて，付加質
量，造波減衰および波強制力を求め，これらを用いて運動方程式を解き，洋上接合浮体の接合部に働
く縦曲げモーメントおよび勇断力を計算する方法について述べた。つぎに， 1/56縮尺の浮体模型を
用いた水槽実験を行い実験結果と計算結果を比較し，本計算法の有効性を明らかにした。さらに，
実機を坂出港で洋上接合する場合について，接合部の設計および施工に必要な浮体の運動および接合
部に働く波浪縦曲げモーメントおよび勇断力を計算した。
第 4 章では，洋上接合時に接合部に打設されるコンクリートを想定し，硬化過程で変動ひずみを受
けたコンクリートの強度試験を行い以下のことを明らかにした。
① 打継目部においても，養生中に間詰コンクリート部の上下の温度差を小さくすることによって，
一般部の36--52%の強度を確保できた。
②硬化初期に生じる打継目のクラックは硬化が進むにつれ閉塞し，止水性の低下は生じないこと
を確認した。
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第 5 章では，まず実機を稼動海域まで曳航する際に受ける波浪荷重および稼動海域において受ける
氷荷重によって底部床版の接合断面に作用する断面力を求めた。さらに，第 4 章で求めた接合部間詰
コンクリートおよび打継目部の強度を用いて，底部床版の接合部の最終強度を求めた。さらに，一般
部についても最終強度を求めた。その結果， PC ストランドを配した今回の設計では接合部の最終強
度の設計荷重に対する安全率は，一般部とほぼ等しく，洋上接合したことによる強度の低下は認めら
れないことを確認した。
第 6 章では，本論文における研究結果をまとめて総括した。
論文審査の結果の要旨
既存ドックでは一体建造の不可能な大型海洋構造物を分割建造し，各部を洋上で接合し一体化する
という工法は，従来は湾内等の静穏な海域で使用される浮橋等にその例を見るが，本研究で対象とし
ている様な北極海という過酷な環境下で使用される大型の石油プラットフォームにはその例を見なし、。
本研究では，この様な大型海洋構造物について，まず設計の条件設定を行い，次に具体的に設計お
よび工法の検討を行い，製品の安全性確保のための最重要技術課題として，洋上接合時の浮体の運動，
コンクリートの洋上接合時の養生，接合部の強度の 3 項目を抽出し，これらを論理的にあるいは実験
的に解明し，下記の成果を得ているo
(1) 分割建造される 2 浮体の洋上接合時の運動および 2 浮体に働く外力を理論的に求めるとともに
実験的に検証しているO
(2) 上記 (1) で得た外力下でのコンクリートの養生実験を行い，変動荷重下で養生されたコンクリー
トの強度を把握しているO
(3) 対象構造物の実働海域への曳航中および稼働中の外力に対し洋上接合部の詳細な強度を有限要
素法により解析し上記 (2) で得られたコンクリート強度に照らして 対象構造物が充分な安全
性を有する事を確認している。
以上のように本論文の洋上接合法は，単にここで対象とした大型海洋石油プラットフォームに対し
てのみならず，他の大型海洋構造物，例えば海上空港などの建造にも適用出来る基本的旦つ必須の key
technology であり，流体力学，構造工学，材料力学等の工学分野の総合としての海洋工学に寄与する
所が大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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